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少
し
ず
つ
暑
く
な
る
！

　
「
最
近
、
子
供
の
こ
ろ
と
比
べ
て
暑
く

な
っ
た
」。
そ
う
感
じ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
？　

下
の
表
は
、
平
成
17
年
か
ら

同
21
年
ま
で
の
真
夏
日
・
猛
暑
日
・
熱
帯

夜
と
冬
日
の
日
数
を
、
お
よ
そ
三
十
年
前

の
数
字
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。
冷
夏
な

ど
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
、
五
年
間
の
平

均
値
で
比
較
す
る
と
、
暑
い
日
が
増
え
、

寒
い
日
が
減
っ
て
い
る
の
が
一
目
り
ょ
う

然
。
特
に
猛
暑
日
は
二
倍
以
上
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

都
市
部
で
は
、
さ
ら
に
…
…

　

右
下
の
図
は
、
各
年
の
7
月
か
ら
9
月

ま
で
の
平
均
気
温
を
比
較
し
た
も
の
で

す
。
年
ご
と
に
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
全

体
的
な
傾
向
と
し
て
気
温
は
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
増
加

で
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
都
市
部
で
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
室
外
機
や

自
動
車
の
排
熱
、
地
面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

な
ど
に
覆
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
蓄
熱
や
水

の
蒸
発
・
蒸
散
の
抑
制
に
よ
り
、
都
市
の

気
温
が
郊
外
よ
り
も
高
く
な
る
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

19
世
紀
後
半
以
降
の
世
界
の
平
均
気
温

は
、
百
年
間
に
約
0
・
7
度
ず
つ
上
昇
。

一
方
、
日
本
の
平
均
気
温
は
同
期
間
に
約

1
・
1
度
ず
つ
上
昇
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
東
京
で
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

に
よ
り
、
平
均
気
温
は
同
期
間
に
約
3
度

ず
つ
上
昇
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
人
が
夏
を
快
適
に
過
ご
し
た
工
夫

　

か
つ
て
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
な
か
っ
た
時

代
、
人
々
は
ど
う
や
っ
て
涼
し
さ
を
手
に

入
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
家
屋
は
、
高
温
多
湿
に
な
る
夏
に

合
わ
せ
た
造
り
で
、
自
然
の
風
を
取
り
込

む
こ
と
に
よ
り
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
日
差
し
を
遮
る
た
め
に
、
南
向
き
の

開
口
部
の
近
く
に
落
葉
樹
を
植
え
た
り
、

よ
し
ず
を
玄
関
先
や
軒
先
に
立
て
か
け
た

り
。
暑
さ
を
逃
が
す
た
め
に
、
庭
や
道
路

に
水
を
ま
く
「
打
ち
水
」
も
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
風
鈴
や
浴
衣
な

	広報川越№1224・2010.6.10	 2

～ 

先
人
の
知
恵
を
生
か
そ
う 

～

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
暑
い
夏
。
先
人
の
知
恵
を
生
か
し
て
、
手
軽
に
涼
し
さ

を
手
に
入
れ
た
り
、
現
代
の
技
術
を
生
か
し
て
効
率
よ
く
室
内
を
冷
や
し
た
り
し

て
、
快
適
に
夏
を
乗
り
切
る
に
は
…
…
。
ち
ょ
っ
と
お
得
な
情
報
も
交
え
て
、
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
と
コ
ー
リ
ー
が
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
6
6

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

昭
和
53
年

昭
和
57
年

平
成
21
年

平
成
17
年

（℃）

真夏日 猛暑日 熱帯夜 冬日
昭和53年～57年 40.0日 1.8日 6.0日 96.6日
平成17年～21年 45.6日 4.6日 7.4日 47.0日
増加率 1.14 2.56 1.23 0.49
＊ 真夏日＝1日の最高気温が30℃以上
　猛暑日＝1日の最高気温が35℃以上
　熱帯夜＝1日の最低気温が25℃以上
　冬日＝1日の最低気温が0℃未満

図：7月～9月の平均気温（さいたま市）

表：真夏日などの平均日数（さいたま市）

＊ーは、気温の変化の傾向を直線で表したものです。

快
適 か

い
て
き
こ
え
ど
の
夏

 僕、フランクリン。
　初登場は平成9年。
　　今まで節電や
　　太陽光発電の
　　　紹介をして
　　　きたよ。

　　はじめまして、
　わたしコーリー。
　今回が初登場。
　エネルギーを
　無駄なく使う
　工夫を紹介
　　　するね。



ど
で
演
出
し
、
五
感
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ

て
涼
を
得
て
い
ま
し
た
。

室
内
に
熱
を
た
め
な
い

　

室
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
、

家
の
外
側
で
日
差
し
を
遮
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
高
い
効
果
が
あ
る
の
は
、
つ
る
性
植

物
で
日
差
し
を
遮
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
。
植

物
を
植
え
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
南
側

の
窓
に
す
だ
れ
を
か
け
る
、
よ
し
ず
を
軒

先
に
立
て
か
け
る
、
可
動
式
の
ひ
さ
し
を

取
り
付
け
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
調
節

で
き
る
物
を
使
う
と
便
利
で
す
。

　

家
の
外
側
で
日
差
し
を
遮
る
の
が
難
し

い
場
合
は
、
窓
ガ
ラ
ス
に
断
熱
性
の
フ
ィ

ル
ム
を
は
っ
た
り
、
昼
間
に
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
た
り
す
る
と
、
室
内
の
温
度
上
昇
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
設
置
し
た
本
庁
舎
の
緑
の
カ
ー
テ

ン
で
、
8
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、
午
後

1
時
ご
ろ
の
温
度
を
測
り
ま
し
た
。
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
内
側
と
外
側
で
、
地
上
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
気
温
差
は
、
平
均
で

2
・
3
度
。
最
高
で
37
・
0
度
が
32
・
5

度
に
、
4
・
5
度
も
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
覆
わ
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
壁
面
と
覆
わ
れ
て
い
な
い
壁

面
で
、
地
上
一
メ
ー
ト
ル
の
温
度
差
は
、

平
均
で
5
・
8
度
。
最
高
で
40
・
0
度
か

ら
31
・
0
度
に
、
な
ん
と
9
度
も
下
が
っ

て
い
ま
し
た
。

効
果
的
な
打
ち
水
の
し
か
た

① 

風
呂
の
残
り
湯
な
ど
を
再
利
用
し
、
朝

夕
の
涼
し
い
時
間
に
。

② 

地
面
だ
け
で
な
く
、
壁
や
エ
ア
コ
ン
の

室
外
機
に
打
ち
水
す
る
の
も
効
果
的
。

③ 

日
陰
や
風
通
し
の
良
い
場
所
で
行
う
と

さ
ら
に
効
果
が
ア
ッ
プ
。

④ 

土
に
打
ち
水
す
る
と
、
一
度
水
を
吸
収

し
て
か
ら
少
し
ず
つ
蒸
発
し
て
周
囲
の

温
度
を
下
げ
る
の
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

よ
り
も
効
果
は
長
続
き
。

　

ぬ
れ
た
路
面
は
滑
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
打
ち
水
す
る
際
に
は
、
通
行
す
る
人

や
車
な
ど
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
場

所
や
量
に
気
を
付
け
て
。
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日
差
し
を
遮
る

～ 

先
人
の
知
恵
を
生
か
し
て

熱
を
た
め
な
い 
～

＊雨水貯留槽の設置補助金を受けるためには、着工前の
申請が必要です。詳しくは、下水工務課L223－0331
にお尋ねください。

快
適 か

い
て
き
こ
え
ど
の
夏

　　　　葉が表面から
　　水蒸気を放出するから、
　室内に入る風はより涼しく
　感じられるんだ。
　さらに植物に水をまくと、打ち水
　と同じ効果も期待できるのさ。
　　　正に一石二鳥だね。

　　外にすだれなどを
　設置する場合は、
　霧吹きで
　表面を湿らせると
　　涼しさが倍増。

　　風呂の残り湯を再利用。
　雨水をためておいて利用
　するのもいいね。
　雨水貯留槽の設置には、
　　　補助金も出るよ。
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補助金を使って賢く省エネ
①住宅エコポイント
　窓や外壁、屋根・天井または床の断熱改修など
を行うと、このポイントがもらえます。ポイント
は、省エネ・環境配慮製品、地域産品、商品券・
プリペイドカード、環境寄付、追加で実施する工
事に交換できます（1ポイント1円程度）。対象は、
下記期間に着工した省エネ住宅の新築とリフォー
ムで、平成22年1月28日以降に工事が完了した
ものです。詳しくは、住宅エコポイント事務局

L0570−064−717にお尋ねください。

＊新築＝平成21年12月8日～同22年12月31日に着工

　リフォーム＝平成22年1月1日～同年12月31日に着工

②高効率給湯機器補助
　高効率給湯機器とは、排熱や空気中の熱などを
利用して、従来の給湯器より効率よく給湯できる、
省エネ性に優れた機器のことです。給湯だけでな
く、発電も同時にできる物があります。
　現在、利用するエネルギー源が異なる数種類の
高効率給湯機器が販売されています。それぞれメ
リット・デメリットがあるので、買い替えの際は
十分に検討してください。なお、着工前に申請す
ると、国と県の両方から補助金をもらえる場合が
あります。詳しくは、環境政策課（本庁舎5階）に
お尋ねください。

熱
を
遮
る
省
エ
ネ
住
宅
　
～ 

現
代
版
蔵
造
り 

～

　

今
も
川
越
に
残
る
蔵
造
り
は
、
火
災
か
ら

家
財
な
ど
を
守
る
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

防
火
性
に
優
れ
た
厚
さ
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
土
壁
は
、
断
熱
性
も
高
く
、
外
気
温

の
影
響
を
受
け
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

蔵
造
り
の
構
造
を
ま
ね
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
現
在
の
技
術
で
考
え
方
を
生
か
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
断
熱
性
・
気
密
性
に
優

れ
て
い
る
省
エ
ネ
住
宅
は
、
外
気
温
の
影
響

を
受
け
に
く
く
、
ク
ー
ラ
ー
で
冷
や
し
た
空

気
を
逃
が
し
に
く
い
、
正
に
現
代
版
の
蔵
造

り
で
す
。
断
熱
を
す
る
と
、
室
温
だ
け
で
な

く
、
天
井
・
壁
・
床
な
ど
の
表
面
温
度
も
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
感
温
度
は
、
こ
れ

ら
の
表
面
温
度
に
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
そ

の
た
め
、よ
り
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

窓
の
断
熱
も
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　

窓
の
熱
の
通
り
や
す
さ
は
、壁
の
約
十
倍
。

だ
か
ら
窓
の
断
熱
は
と
て
も
重
要
で
す
。
蔵

造
り
の
重
厚
な
観
音
扉
に
代
わ
る
の
は
、
窓

ガ
ラ
ス
を
断
熱
性
の
高
い
物
に
取
り
替
え
た

り
、
内
側
に
サ
ッ
シ
を
追
加
し
て
二
重
窓
に

し
た
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
時
に
サ
ッ
シ

を
木
製
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
物
に
替
え
る

と
、
よ
り
断
熱
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

家
の
断
熱
に
は
、
お
金
と
期
間
が
必
要
。

簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
新
築
・
改
築
の

機
会
に
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

快
適 か

い
て
き
こ
え
ど
の
夏

　　　省エネ住宅は、
　部屋ごとの温度差が少
 なく、家中どこでも快適。
 アパートから省エネ住宅
 の一戸建てに引っ越した
　人が、「光熱費が以前と
　 ほとんど変わらない」
　　 って言ってたよ。

　　　　直射日光を受けた
　　金属性のベンチはやけど
　しそう。サッシの断熱もそれと
 同じだよ。アルミニウムの熱の伝
わりやすさは、木材やプラスチック
と比べて、なんと約1,180倍！

省エネ住宅への改修などをすると、固定資産税の減額対象になる
場合があります。詳しくは、左のページをご覧ください。
＊契約する前に、十分な比較検討をしてくださいね。
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固定資産税減額制度のお知らせ
認定長期優良住宅
　次の要件を満たした住宅を新築した場合、当該住宅の固定資産税（120㎡を限度）を2分の1減額します。減

額期間は、3階建て以上の耐火・準耐火住宅は新築後7年間、その他の住宅は新築後5年間です。

要�件…「長期優良住宅の普及促進に関する法律」に規定する認定長期優良住宅（工事着工前に認定を受けてい

る）▶平成21年6月4日から同24年3月31日までの間に新築された住宅▶住宅部分の床面積が50㎡以上（一

戸建以外の賃貸住宅の場合は40㎡以上）280㎡以下▶住宅部分の床面積が当該家屋の床面積の2分の1以上

必�要書類…認定長期優良住宅に係る固定資産税の減額申告書▶認定通知書の写し

申�請期間…新築した年の翌年1月31日までに申請

家屋改修
　次の①～③の家屋改修を行い、用件を満たした場合、家屋に係る固定資産税を減額します。一戸につき、同

一の減額措置の適用は一回です。工事完了後、原則3か月以内に申請してください。①②は同時に受けること

が可能です。
①バリアフリー改修
　家屋に係る翌年度の固定資産税（100㎡を限度）を3分の1減額。
対象となる工事
　廊下の拡幅、階段のこう配緩和、浴室の改良、トイレの改良、手すりの設

置、屋内の段差解消、引き戸への取り替え、床表面の滑り止め化。

要�件…次のいずれかの方が居住している①65歳以上②介護保険で要介護等

認定を受けている③障害者▶平成19年1月1日以前から所在する住宅（賃

貸住宅は除く）で、同19年4月1日から同25年3月31日までに完了の工事

▶対象部分の工事費の自己負担額が30万円以上

必�要書類…改修工事に係る明細書（工事内容、費用の確認ができるもの）▶領収書の写し▶工事箇所の写真▶補

助金等を受けている場合には、交付決定通知等の補助額が分かる書類▶要介護等の認定を受けている方は、

介護保険被保険者証の写し▶障害者の方は、身体障害者手帳、療養手帳の写し
②熱損失防止（省エネ）改修
　家屋に係る翌年度の固定資産税（120㎡を限度）を3分の1減額。
対象となる工事
　窓（必須）および、床・天井・壁の断熱。

要�件…平成20年1月1日以前から所在する住宅（賃貸住宅は除く）で、同20年4月1日から同25年3月31日ま

でに完了の工事▶対象部分の工事費が30万円以上

必�要書類…改修工事に係る明細書（工事内容、費用の確認ができるもの）▶領収書の写し▶建築士・指定検査機

関等の発行した証明書
③耐震改修
　家屋に係る翌年度の固定資産税（120㎡を限度）を、平成18年から同21年までに完了したものは3年間・2

分の1減額、同22年から同24年までに完了したものは2年間・2分の1減額、同25年から同27年までに完了

したものは1年間・2分の1減額。
対象となる工事
　現行の耐震基準に適合する改修工事。

要�件…昭和57年1月1日以前から所在する住宅で、平成18年から同25年ま

でに上記工事が完了▶対象部分の工事費が30万円以上

必�要書類…改修工事に係る明細書（工事内容、費用の確認ができるもの）▶領

収書の写し▶建築士・指定検査機関等の発行した証明書。または登録住宅

性能評価機関が発行した住宅性能評価書の写し

資産税課家屋担当L224－5684



増
築
工
事
で
も
確
認
申
請
を

建
築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
な
ど
の
工
事
を

行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
が
必
要
で
す
。

敷
地
内
に
別
棟
な
ど
を
建
築
す
る
際
も
建

築
確
認
が
必
要
で
す
。
な
お
、
確
認
を
受

け
た
建
築
工
事
の
施
工
者
は
、
法
令
に
基

づ
き
確
認
が
あ
っ
た
旨
の
表
示
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
火
・
準
防
火
地
域
以
外
の
区
域
で
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
増
築
工
事
な
ど
、

建
築
確
認
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
屋
取
り
壊
し
の
際
は
届
け
出
を

資
産
税
課
家
屋
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
8
4

　

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
す
る
建
物
に
か
か
り
ま
す
。
今

年
1
月
2
日
以
降
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
年
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
来

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な

り
ま
す
。

　

登
記
済
み
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

L
2
4
3
︲
3
8
2
4
に
滅
失
登
記
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐
車
場
な

ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地
の
固
定
資
産
税

が
増
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収

市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　

65
歳
未
満
の
方
で
、
公
的
年
金
に
係
る

所
得
を
有
す
る
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
、

公
的
年
金
に
係
る
市
・
県
民
税
を
、
給
与

所
得
に
係
る
市
・
県
民
税
と
合
算
し
て
、

給
与
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
者
募
集

総
務
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
0

　

被
爆
地
・
広
島
市
で
行
わ
れ
る
平
和
記

念
式
典
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
式
典
へ
の
参
加
や
、
平
和
資

料
館
・
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学
し
、
平

和
の
尊
さ
を
学
び
、
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
程（
一
泊
二
日
）は
、
す
べ
て
団
体
行

動
で
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
・
別
行
動
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
過
去
に
参
加
し
た

方
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日�

程
…
8
月
5
日
㈭
～
6
日
㈮

定
員
…
十
五
人（
抽
選
）

応�

募
資
格
…
次
の
要
件
を
満
た
す
方
①
市

内
在
住
で
中
学
生
以
上
②
健
康
で
団
体

行
動
が
で
き
る
③
7
月
26
日
㈪
の
事
前

研
修
に
参
加
で
き
る

参�

加
条
件
…
参
加
後
に
感
想
文（
八
百
字

程
度
）を
提
出

参
加
費
…
五
千
円

応�

募
方
法
…
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）に
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

6
月
23
日
㈬
ま
で
に
〒
3
5
0
︲

8
6
0
1
川
越
市
役
所
総
務
課「
広
島

平
和
記
念
式
典
」係

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
発
送

医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

　

7
月
1
日
か
ら
こ
ど
も
医
療
費
の
通
院

に
つ
い
て
、
対
象
を
小
学
3
年
生
ま
で
に

拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し
い
受
給
資

格
証
を
6
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

現
在
の
受
給
資
格
証
は
7
月
以
降
、
医

療
助
成
課（
本
庁
舎
二
階
）・
出
張
所
・
連

絡
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
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通
知
書
な
ど
を
発
送
し
ま
し
た

名
称

対
象

発
送
日

問
い
合
わ
せ

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

平
成
22
年
1
月
1
日
現
在
、
川
越
市
に
居
住
し
、
前
年
に

一
定
の
所
得
が
あ
る
方

6
月
10
日

市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
4
0

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

市
・
県
民
税（
第
1
期
）

6
月
30
日

収
税
課
収
税
管
理
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

小
江
戸
川
越
花
火
大
会
の
お
知
ら
せ
　
観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0

　

小
江
戸
川
越
花
火
大
会
は
、
経
済
状
況
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
今
年
度
の
実
施
を

見
送
り
ま
す
。
今
後
は
、
二
年
に
一
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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市民課国民年金担当L224－5764

　今年度分の国民年金保険料免除申請（全額免除・一部免除・若年者納付猶予）の受け付けが、7月1日㈭から

始まります。保険料の免除・納付猶予を希望する方は、印鑑と年金手帳を持参し、市民課国民年金担当（本庁

舎1階）・出張所・連絡所で申請してください。後日、年金事務所から審査結果通知が送付されます。

＊一部免除は、保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度です。一部保険料

を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反

映されません。また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場

合がありますのでご注意ください。 

＊20歳以上の学生は、国民年金保険料免除申請よりも国民年金保険料学生納付特例申請が優先されます。

免除の対象
・前年の所得が一定以下（下表）の方

・ 平成21年3月31日以降の失業や同年4月1日以降の天災などにより、保険料を納めることが著しく困難な方

（申請者・配偶者・世帯主が同年3月31日以降に失業している場合は、離職票など退職の事実が分かる公的

機関の書類を持参してください）

＊前年の所得によって審査を行うため、所得の有無にかかわらず、必ず申告をしてください。なお、平成22

年1月1日以降に川越市に転入した方は、同22年度課税証明書または同21年分源泉徴収票が必要です。

翌年度以降の継続申請をした方へ
　次の①②に該当する方は、今年度分の申請は必要ありません。継続審査の結果通知が年金事務所から送付さ

れます。なお、若年者納付猶予については、30歳に達する月の前月分までが対象となります。

①昨年度分において、継続審査による全額免除または若年者納付猶予が引き続き承認された方

②昨年の申請時に翌年度以降の継続審査を希望し、昨年度分で全額免除または若年者納付猶予が承認された方

追納について
　免除などの承認期間は、10年以内であれば後から納めることができます。

　ただし、免除などの承認を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降に納める場合には、加算額が上乗

せされます。

国民年金保険料免除申請の受け付けが始まります
～承認期間は7月から来年6月まで～

●免除対象となる平成21年の所得（収入）の目安

世帯構成例 全額免除 一部免除
4分の3免除 半額免除 4分の1免除

4人世帯（夫婦・16歳未満の子2人）162万円（257万円）230万円（354万円）282万円（420万円）335万円（486万円）
2人世帯（夫婦のみ） 92万円（157万円）142万円（229万円）195万円（304万円）247万円（376万円）
単身世帯 57万円（122万円）93万円（158万円）141万円（227万円）189万円（296万円）
＊上表の世帯構成・所得（収入）は、あくまでも目安です。

＊若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特例は単身世帯の半額免除と同基準です。

〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
● 診療時間が変わります　市立診療所L224−2648
　 6月から、金曜日の内科・小児科の診療時間が、午前中のみとなりました。
● 地域密着型サービス事業者公募説明会　介護保険課計画担当L224−6404
　 7月5日㈪、午後2時～。3Ａ会議室（本庁舎3階）。先着20人。出席は1事業者1人（要事前連絡）。
● 幼稚園就園奨励費補助金　教育財務課L224−6083
　 市では、幼稚園の保育料などの一部を補助しています。申請書は、幼稚園を通じて配布します。対象は、平成16年4月2日か

ら同19年4月1日までに生まれた子の保護者と、満3歳になった子を途中入園させた保護者です。補助金額は、市民税所得割
課税額などによって異なります。



消
費
生
活
の
豆
知
識
　
そ
の
3　

趣
味
に
つ
け
込
む
商
法
に
注
意
！

事
例

 

「
自
作
の
短
歌
や
俳
句
を
雑
誌
に
掲
載
し
な
い

か
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
無
料
と
思
い
承
諾

し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
掲
載
料
を
請
求
さ
れ
た
。

　

自
作
の
短
歌
・
俳
句
を
「
す
ば
ら
し
い
作
品
な

の
で
、
ぜ
ひ
掲
載
し
た
い
」
と
褒
め
、
雑
誌
や
新

聞
な
ど
へ
の
掲
載
に
勧
誘
す
る
、
と
い
う
手
口
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
趣
味
に
対
す
る
心
理
を
巧
み

に
利
用
し
た
悪
質
な
や
り
方
で
、
特
に
高
齢
者
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
料
の
は
ず
だ
っ
た
の
に
高
額
請
求
さ
れ
て
驚

き
、
解
約
を
申
し
出
る
と
「
す
で
に
印
刷
し
て
い

る
の
で
解
約
で
き
な
い
」な
ど
と
言
っ
て
き
ま
す
。

消
費
者
が
勧
誘
を
断
っ
た
の
に
勝
手
に
掲
載
し
、

後
か
ら
請
求
書
を
送
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
、
実
際
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
不
明
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

① 

し
つ
こ
い
勧
誘
は
、
勇
気
を
持
っ
て
き
っ
ぱ
り

と
断
わ
る
。

② 

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
な
い
よ
う
、
十
分

に
気
を
つ
け
る
。

③ 

承
諾
し
て
い
な
い
と
き
は
、
決
し
て
支
払
い
を

し
な
い
。

④ 

短
歌
・
俳
句
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
趣
味
で
も

狙
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
。

⑤ 

不
安
に
思
っ
た
ら
、契
約
や
支
払
い
を
急
が
ず
、

家
族
や
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
L
2
2
6
︲
7
0
6
6（
相
談
専
用
L
2
2
6
︲
7
4
7
6
︶
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　皆さんは、「エコカー補助金」をご存知ですか？

　エコカー補助金は、購入から13年以上経過した

車を廃車して、環境

性能の優れた車に買

い替える場合に、受

けられる補助金で

す。環境性能の優れ

た車とは、燃費が

良い・二酸化炭素

（CO₂）排出が少ない

など、平成22年度

燃費基準を満たす車

のこと。現在販売されている新車のほとんどが、こ

の基準を満たすエコカーになっています。

　補助金額は250,000円（軽自動車は125,000円）、

申請期間は9月30日まで（予算枠に達した時点で終

了）です。購入から13年に満たない車も対象となる

場合がありますので、事前に確認してください。

　また、補助金と併用して自動車取得税や重量税な

どが軽減される「エコカー減税」も適用される場合

があります。併用できると更にお得になります。

　電気自動車・ハイブリッド自動車など、エコカー

の台数は年々増加し、CO₂排出量は改善傾向にあり

ます。市でも、公用車にエコカーの導入を積極的に

行い、その導入率は69.1％（平成21年度末）にな

っています。

　地球温暖化の防止には、原因物質である CO₂を

減少しなければなりません。その手段の1つとして、

皆さんも車を購入する際には、エコカーを検討して

みてはいかがですか。

エコカー補助金
環境政策課
L224－5866くらしに役立つ環境②

　

駅
前
か
ら
南
古
谷
駅
前
交
差
点
ま
で
、
ま

っ
す
ぐ
伸
び
る
道
は
、
県
道
1
8
0
号
南
古

谷
停
車
場
線
。
全
長
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の

市
内
で
一
番
短
い
県
道
で
す
。
交
差
点
か
ら

川
越
税
務
署
ま
で
来
る
と
、
水
田
越
し
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
川
越
車
両
セ
ン
タ
ー
が
見
え
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
点
検
を
し
た
り
、
次
の
出

番
に
備
え
た
り
す
る
列
車
が
集
ま

り
ま
す
。
始
発
前
に
は
、
二
十
五

本
く
ら
い
の
列
車
が
並
ぶ
と
か
。

同
車
両
セ
ン
タ
ー
か
ら
西
を
見
る

と
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
屋
根
越
し

に
、
枝
を
大
き

く
広
げ
、
緑
の

葉
を
茂
ら
せ
た

木
を
発
見
。
近

づ
く
と
、
そ
れ

は
市
内
最
大
、

県
指
定
天
然
記

念
物
の
ク
ス
ノ
キ
で
し
た
。
幹
周
り
が
六
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
樹
は
、
元
気
に
遊
ぶ
子

供
た
ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
見
守
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た（
表
紙
写
真
）。

ま
ち
の
魅
力
や
小
さ
な
発
見
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
度
は
、
駅
周
辺
の
散
歩
道
が
テ
ー
マ
。

今回出かけたのは

「南古谷駅」川越
再
発見

車両センターで出番を待つ列車車両センターで出番を待つ列車



友
だ
ち
の
声

福
原
小
学
校
　
二
年

　

わ
た
し
は
、
1
年
生
に
な
っ
て
、
は
じ

め
て
学
校
に
行
く
と
き
、
友
だ
ち
が
で
き

る
か
心
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
6
年
生
の

Ａ
ち
ゃ
ん
が
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
き
っ
と
い
っ
ぱ

い
お
友
だ
ち
が
で
き
る
よ
」

と
、や
さ
し
い
声
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
そ
の
こ
と
ば
の
お
か
げ
で
、

心
ぱ
い
が
な
く
な
っ
て
、
友
だ
ち
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
年
生
に
な
る
と
、
新
し
い
1
年
生
が

学
校
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

6
年
生
の
Ａ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
1
年
生
の
Ｂ
ち
ゃ
ん
に
声
を

か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

「
ぜ
っ
た
い
お
友
だ
ち
が
で
き
る
か
ら
、

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
」

と
言
う
と
、
Ｂ
ち
ゃ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
」

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
①

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

と
言
っ
て
、に
っ
こ
り
と
わ
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
に
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
Ｂ
ち
ゃ

ん
も
、
わ
た
し
み
た
い
に
、
友
だ
ち
を
い

っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

わ
た
し
は
、
友
だ
ち
に
声
を
か
け
て
も

ら
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
も
ち
に
な

る
こ
と
、
友
だ
ち
に
声
を
か
け
て
あ
げ
る

と
、
心
が
す
っ
き
り
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
も
、
友
だ
ち
に
声

を
か
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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変えます。ここを！　③「公開事業点検を実施」

品格あるまちを目指して

　昨年11月と本年4月以降、国は「事業仕分け」を行いました。
テレビや新聞の報道でご覧になった方も多いと思います。事
業仕分けは、自治体の事業見直しの手法として、民間の政策
研究機関「構想日本」の提唱により数年前から行われてきた
ものです。
　現政権になって行われた2回の事業仕分けは、国民に分か
りやすいとの声もあり、実際に歳出削減効果も期待できるよ
うに思われます。また、行政手続きの透明化や説明責任の明
確化の効果もあり、市でも今年度、公開で事業の検討を実施
します。
　県内でも昨年度、富士見市や和光市で構想日本がかかわっ
て事業仕分けを行っています。本年度は構想日本がかかわる
事業仕分けが全国の多くの自治体で実施され、今年中の本市
での開催が難しいこともあり、これまでの事例を参考に市独
自で、「公開事業点検」として実施します。
　公開事業点検は、歳出の削減だけではなく、事業の説明責
任を果たすことも大切です。このため、今回の公開事業点検
の結果は、できるだけ来年度の事業に生かせるように努めま
す。また、市民の皆さんには、ぜひ公開の場に参加し、直接、
事業の必要性などについて考えるきっかけにしていただきた
いと思います。
　限られた時間や会場、評価者の関係で、今回8事業程度に
限定いたしますが、まず公開の場で市役所の事業を議論して
いただき、それを市民の皆さんに直接ご覧いただくことが必
要であると思います。検討対象の事業が①必要か否か②費用
対効果は③今後どうすべきか、などについて判断していただ
く予定です。国の事業仕分けと違い、市の事業は市民生活に
直結していて、利害対立が生じやすく、国の事業仕分けの手
法がそのまま生かされるか不明な面もありますが、まずは、
「公開事業点検」にご注目、ご期待ください。多くの市民の
皆さんがご覧になり、市政について関心を持っていただくこ
とを期待しています。



　

か
わ
つ
る
三
芳
野
団
地
に
住
む
小お

野の

浩ひ
ろ
し

さ
ん（
71
歳
）

は
、
以
前
自
治
会
の
環
境
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
見
た
団
地
内
の
光
景
で
、
高
層
階
に
住
ん
で
い
る

お
年
寄
り
が
、
重
い
資
源
ご
み
を
運
ん
で
い
る
姿
が
あ

り
ま
し
た
。「
何
か
手
伝
い
で
き
る
方
法
は
な
い
も
の

か
」
と
考
え
、
十
年
ほ
ど
前
に
「
お
手
伝
い
し
隊
」
の

活
動
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　

活
動
は
、
資
源
ご
み
回
収
の
日
、
あ
ら
か
じ
め
運
搬

を
希
望
す
る
家
庭
か
ら
集
積
場
へ
、
重
い
ご
み
を
運
ぶ

手
伝
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
手
伝
い
を
す

る
項
目
は
、
病
院
へ
の
送
迎
、
買
い
物
の
手
伝
い
、
話

し
相
手
な
ど
十
三
項
目
に
増
え
て
い
ま
す
。
利
用
方
法

は
、
い
た
っ
て
簡
単
で
す
。
団
地
内
の
回
覧
で
、
手
伝

い
を
受
け
た
い
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
項
目
や
時
間

な
ど
を
調
整
し
、
57
歳
か
ら
71
歳
ま
で
、
主
婦
や
元
会

社
員
な
ど
の

十
四
人
の
手
伝

い
メ
ン
バ
ー
に

振
り
分
け
ら
れ

ま
す
。
手
伝
い

を
受
け
た
い
人

は
70
歳
か
ら
92

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
現
在
五
人
に
一
人
。
五
年
後
に
は

四
人
に
一
人
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
急
速
な
高
齢
化
は
、
川
越

で
も
深
刻
な
問
題
。
地
域
で
の
助
け
合
い
は
、
そ
の
必
要
性
と
重
要
度

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

新
興
住
宅
地
か
ら
約
三
十
年
を
経
た
、
か
わ
つ
る
三
芳
野
団
地
。
こ

の
団
地
も
高
齢
化
の
波
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
活
躍
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
お
手
伝
い
し
隊
」。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
大
切
に
し
、
住
民
同
士
が
助
け
合
う
交
流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

か
わ
つ
る 

発

か
わ
つ
る 

発
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「階段を下りるのが苦手
なので、とても助かっ
ています」と青山さん

「階段を下りるのが苦手
なので、とても助かっ
ています」と青山さん

お手伝いし隊結成のきっかけとなった、依頼が1番多い資源ごみの搬出。お手伝いし隊結成のきっかけとなった、依頼が1番多い資源ごみの搬出。

「お手伝いし隊」代表の小野さん「お手伝いし隊」代表の小野さん

歳
ま
で
の
、
一
人
世
帯
な

ど
の
八
人
が
登
録
し
て

い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
無
償

で
手
伝
い
を
し
て
も
ら

う
こ
と
を
た
め
ら
う

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

現
状
が
あ
り
、「
お
年
寄

り
に
、
も
っ
と
気
軽
に
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
副
代
表
の
昇

の
ぼ
り

三み

枝え

子こ

さ
ん
。

　
「
あ
り
が
と
う
の
思
い

を
手
紙
に
書
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
」と
利
用
者
の
一
人
青あ

お

山や
ま

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
。「
利

用
し
て
い
る
お
年
寄
り
と
街
で
会
う
と
、
世
間
話
に
花

が
咲
き
ま
す
」
と
幹
事
の
村む

ら

瀬せ

直な
お

子こ

さ
ん
。
こ
の
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
、
若
い
世
代
も
混
じ
っ
て
、
近
く
に
住
む

皆
さ
ん
が
、
共
に
助
け
合
っ
て
行
く
よ
う
な
地
域
と
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
小
野
さ
ん
。
市
内
で
こ

の
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

左から昇さん、小野さん、村瀬さん左から昇さん、小野さん、村瀬さん

コミュニテ
ィ

ー

コミュニテ
ィ

ー　
　

　

元気な

　
　

　

元気な

ひま
ちと
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オータン市長が表敬訪問
　 5 月 1 4 日 、

姉 妹 都 市 の フ

ランス共和国、

オ ー タ ン 市 の

レ ミ ー・ ル ベ

ロ ッ ト 市 長 一

行 が、 本 市 を

表 敬 訪 問 し ま

し た。 本 庁 舎

南 側 に 設 置 さ

れ た 電 光 掲 示

板 に フ ラ ン ス

語で「ようこそ

川越へ」とのメッセージに感激した同市長。訪問

後、蔵造りの町並みを歩き、川越まつり会館を見

学。同館で山車の説明を受け、制作費用が「家1

軒分」と高額なことに、驚いていました。

硬く握手を交わすオータン市長と
川合善明川越市長
硬く握手を交わすオータン市長と
川合善明川越市長

25種類のスポーツに挑戦

　5月15日、スポーツ少年団体育祭が川越運動

公園で開催されました。初めて体験する、さまざ

まなスポーツに約1,400人の小中学生が参加。だ

円形ボールを使用するヘルスバレーボール（写真）

では、「思わぬところへ飛んでいくからおもしろ

い」と歓声が起こっていました。

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき
　

地
上
か
ら
約
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地

球
周
回
軌
道
上
を
、
一
周
約
九
十
分（
時
速
約

二
万
八
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）で
移
動
す
る
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
こ
に
滞
在
す
る
宇
宙

飛
行
士
・
野の

口ぐ
ち

聡そ
う

一い
ち

さ
ん
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
川
越
第
九
団
の
土ど

居い

佳よ
し

史ふ
み

く
ん
（
中
学
3
年

生
）、
嶋し

ま

村む
ら

賢け
ん

人と

く
ん
（
同
）、
竹た

け

村む
ら

有ゆ
う

紀き

く
ん

（
同
）、
松ま

つ

本も
と

拓た
く

也や

く
ん（
中
学
2
年
生
）が
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
で
交
信
し
ま
し
た
。

　

交
信
は
、
現
在
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
る
野
口
さ
ん
が
、
国
内
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
交
信
を
希
望
し
た
こ
と
か
ら

実
現
し
た
も
の
。
交
信
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
宇
宙

行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
無
線
交
信
に
成
功

ボーイスカウト日本連盟ビル（三鷹市）で行われた交信の様子ボーイスカウト日本連盟ビル（三鷹市）で行われた交信の様子

ボールが空中で不規則に変化ボールが空中で不規則に変化

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

日
本
の
上
空
を
通

過
す
る
、
5
月
5

日
に
日
付
け
が
変

わ
る
深
夜
0
時
近

く
の
約
10
分
間
の

み
。
無
線
機
の
マ

イ
ク
を
握
る
手

に
、
自
然
と
力
が

入
り
ま
す
。

　

四
人
は
、「
水

を
ど
の
よ
う
に
飲

ん
で
い
る
の
で
す
か
」「
生
活
で
一
番
大

変
な
こ
と
は
何
で
す
か
」「
地
球
は
ど
の

よ
う
に
見
え
ま
す
か
」「
ご
み
は
ど
う
し

て
い
る
の
で
す
か
」
と
質
問
。
野
口
さ
ん

か
ら
は
、「
水
は
ス
ト
ロ
ー
の
つ
い
た
密

閉
容
器
で
飲
み
ま
す
」「
無
重
力
下
で
は
、

筋
肉
を
使
わ
な
い
の
で
、
体
力
の
維
持
が

大
変
で
す
」
な
ど
、
地
上
と
宇
宙
と
の
生

活
の
違
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
で
の
生
活
の
大
変
さ
が
、
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
交
信
し
て
い
る
途
中
、

宇
宙
と
つ
な
が
っ
て
い
る
実
感
が
わ
き
、

感
動
し
ま
し
た
」
と
土
居
く
ん
。「
自
分

も
実
際
に
宇
宙
へ
行
っ
て
、
青
く
丸
い
、

生
き
生
き
と
し
た
地
球
を
見
て
み
た
い
」

と
嶋
村
く
ん
。
二
人
は
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

左から竹村くん、嶋村くん、松本くん、土居くん左から竹村くん、嶋村くん、松本くん、土居くん

●
～
～～

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス
ひま
ちと

ひま
ちと

ひま
ちと
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名な
ぐ

細わ
し

中
学
校
南
側

の
、
市
民
の
森
の
中

を
南
北
に
通
る
道
が

あ
り
ま
す
。
九
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ

が
あ
り
、
Ｕ
字
型
の

掘ほ
り

割わ
り

状
に
固
め
ら
れ

た
痕
跡
を
残
す
道

は
、
中
世
、
鎌
倉
街

道
の
枝
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。奈
良
時
代
に
は
、

東と
う

山さ
ん

道ど
う

武む
さ
し蔵

路み
ち

と
呼
ば
れ
、
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
と
上こ

う
づ
け
の
く
に

野
国
を
結
ぶ
駅え

き

路ろ

と
い
う
、
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
北
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
下
広
谷
地
区
に

は
、古
い
街
道
と
い
う
意
味
の「
古ふ

る

海か
い

道ど
う

」と
い
う
地
名
や
、

大
谷
川
に
架
か
る
橋
に
「
鎌
倉
橋
」
と
い
う
名
前
が
残
り

ま
す
。
こ
う
し
た
名

前
か
ら
、
こ
の
道
が

昔
か
ら
使
わ
れ
て
き

た
道
と
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

道
を
た
ど
る
と
、

昔
の
人
々
の
息
吹
を

感
じ
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

森
に
行
く
機
会
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
。
森

は
森
で
も
、山
奥
で
は
な
く
、

市
民
の
森
。
天
気
は
、
夏
を

先
取
り
し
た
暑
い
日
だ
っ
た

り
、風
が
強
い
日
だ
っ
た
り
。

森
は
、
射
す
よ
う
な
日
差
し

を
遮
る
こ
と
で
、
太
陽
光
を

十
分
の
一
ほ
ど
に
弱
め
、
や

さ
し
い
木
漏
れ
日
に
変
え
て

く
れ
ま
す
。
木
が
発
す
る
水

分
も
、
涼
し
さ
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。
ひ
さ
し
の
日
陰

に
は
な
い
、
涼
し
さ
の
違
い

は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
か
も
。六
月
は
環
境
月
間
。

身
の
回
り
の
環
境
を
考
え
て

み
る
機
会
で
す
。

　

外
を
見
る
と
、
照
り
つ
け

る
日
差
し
の
中
、
プ
ラ
ン
タ

ー
の
ゴ
ー
ヤ
に
目
が
留
ま
り

ま
し
た
。
一
瞬
、
ゴ
ー
ヤ
と

目
が
合
っ
た
よ
う
な
…
…
。

さ
あ
、
水
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この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

　14世紀の書物には伊
い

賀
が

、大
や ま と

和、伊
い

勢
せ

、駿
す る が

河と
並んで武

む さ し

蔵河
かわ

越
ごえ

が銘茶五場の一つとして登場しま
す。現在、河越茶は狭山茶という名前で広く知ら
れています。福原地区の戸口さんは、市内に数軒
ある茶業農家の1軒。訪ねたときは、一番茶の手

摘みが行われていました。茶の味は、木の種類、蒸し加減、
茶葉の配合のしかた、入れ方などで変わるとか。おいしい
茶は、積み重ねた研究の成果。「おいしかったから、また
買いに来たよ」と、お客さんに言われた時は、本当にうれ
しく、茶作りに張り合いが出るそうです。今年の春は、寒

暖の差が大きく、渋さの中に
甘みが増した茶が収穫できた
ようです。新茶が出回るこの
時期、ぜひ河越茶を味わって
みてはいかがでしょうか。

川越の茶

☆おいしい茶の入れ方☆
①沸騰した湯を茶碗に注ぐ
②適温の70度くらいまで冷ます
③冷ました湯を急須に移す
④最後の1滴まで絞りきる
！茶葉の量は1人分３gが目安

農政課L224－5939
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手摘みの茶の味は格別手摘みの茶の味は格別

散歩道として活用され、「鎌倉道」の看板が建つ散歩道として活用され、「鎌倉道」の看板が建つ
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